
２０２２年度 研究内容

高温特性にかかる新評価技術の確立
~超高速加熱技術による高温特性評価の検討~

２０２２年度 研究成果

超高速加熱技術を用いた特性評価試験機および測定技術を確立

開発装置によるれんが成分の濡れ性への影響

液相巻き込みによる濡れ性への影響

溶解性：容易 / Factsage

濡れ性：容易 / 小型試料
高温粘性：困難 / やや大きめ試料,均熱加熱が必要
通気率：やや容易 / 精度良い試料加工

測定のしやすさ

測定にかかる時間

溶解性：熟練度に左右されるが30min

濡れ性：濡れ性測定装置 / 1日で1-2組み合わせ
高温粘性：高温粘性測定装置 / 1日1試料
通気率：通気率測定装置 / 30min

耐火物の耐溶損性

溶融物への溶解性が低いほど高い：Factsage

溶融物との濡れ性が悪いほど高い：濡れ性評価装置
溶融物の粘性が低いほど高い：高温粘性測定装置
材料の通気率が低いほど高い：通気率測定装置

溶解性：あり / Factsage

濡れ性：ほぼなし / 論文
高温粘性：若干あり / Factsage,論文等
通気率：ほぼなし

データベース

アルバック理工HPより 株式会社米倉製作所HPより

測定温度：1500C前後
昇温速度：100-300℃/min

濡れ性は重要な項目で、測定も容易であるにもかかわらず、データベース化されてい
ない理由の一つとして、加熱・冷却速度という装置上の問題が考えられる。
そのため、濡れ性をデータベース化するには急速な加熱・冷却が可能な装置が必要

供試試料の化学組成と鉱物相

1600℃、Ar雰囲気中での接触角 液相を巻き込まない場合は接触角はほぼ同等

いずれもSS400は1600℃で球状となった

SS400が液相を巻き込む
↓

SS400中のMn成分を液相が取り込む
↓

れんが成分とMn含有液相とが反応
↓

濡れ角を低下させる

濡れ性には、化学組成はほぼ影響しないが、
Mnを拡散させる液相成分の影響は大きい
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